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19) 北村　寛. 腎盂尿管癌診療の原則と"不易". 第72回日本泌尿器科学会中部総会; 2022 Oct 6-9; 和歌山. （招待講演） 
20) 北村　寛. ハイリスク腎がんに対する治療戦略〜臨床の立場から〜. 第72回日本泌尿器科学会中部総会; 2022 Oct 

6-9; 和歌山. （招待講演） 
21) 西山直隆, 北村　寛. 腎盂尿管癌診療の新潮流と流行. 第72回日本泌尿器科学会中部総会; 2022 Oct 6-9; 和歌山. 
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（招待講演） 
22) 大島記世, 五十嵐愛理, 鈴木涼太, 菊島卓也, 安川　瞳, 池端良紀, 伊藤崇敏, 西山直隆, 渡部明彦, 藤内靖喜, 北村　

寛. nivolumab・ipilimumab併用療法後, 切除可能となったcT3b腎癌・下大静脈腫瘍栓の3例. 第72回日本泌尿器科

学会中部総会; 2022 Oct 6-9; 和歌山. 
23) 大下佳剛, 西山直隆, 青木柊洋, 杉本崇仁, 冨田耀太郎, 池端良紀, 山峯直樹, 大島記世, 安川　瞳, 渡部明彦, 藤内靖

喜, 北村　寛. 免疫染色による膀胱癌分子サブタイプ判定は全摘症例の予後判定に有用であるか. 第72回日本泌尿

器科学会中部総会; 2022 Oct 6-9; 和歌山. 
24) 鈴木涼太, 池端良紀, 五十嵐愛理, 大島記世, 菊島卓也, 安川　瞳, 伊藤崇敏, 西山直隆, 渡部明彦, 藤内靖喜, 北村　

寛. 化学療法が奏効し根治切除に至った尿膜管癌多発リンパ節転移の1例. 第72回日本泌尿器科学会中部総会; 
2022 Oct 6-9; 和歌山. 

25) 渡部明彦, 五十嵐愛理, 大島記世, 鈴木涼太, 安川　瞳, 池端良紀, 伊藤崇敏, 西山直隆, 藤内靖喜, 水野一郎, 北村　

寛. Spontaneous ejaculationを伴ったPost Orgasmic Illness Syndromeの1例. 第72回日本泌尿器科学会中部総会; 2022 
Oct 6-9; 和歌山. 

26) 北村　寛. 進行性膀胱がんにおける薬物療法の最適化：免疫チェックポイント阻害薬の役割と意義. 第60回日本

癌治療学会学術集会; 2022 Oct 20-22; 神戸. （招待講演） 
27) 吉田　崇, 大江知里, 伊藤克弘, 髙田秀明, 齊藤亮一, 北　悠希, 佐野剛視, 蔦　幸治, 木下秀文, 北村　寛, 西山博之, 

小林　恭. 肝転移を有する尿路上皮癌と免疫チェックポイント阻害薬：臨床的・分子遺伝学的検討. 第60回日本

癌治療学会学術集会; 2022 Oct 20-22; 神戸. 
28) 池端良紀, 西山直隆, 大下佳剛, 冨田耀太郎, 杉本崇仁, 青木柊洋, 渡部明彦, 藤内靖喜, 北村　寛. 免疫染色による膀

胱癌分子サブタイプ判定は全摘症例の予後判定に有用であるか. 第60回日本癌治療学会学術集会; 2022 Oct 20-22; 
神戸. 

29) 大塚　光, 北　悠希, 伊藤克弘, 森田智規, 佐野剛視, 西山博之, 北村　寛, 小林　恭. Immortal time biasと尿路上皮癌

におけるpembrolizumabの免疫関連有害事象と治療効果. 第60回日本癌治療学会学術集会; 2022 Oct 20-22; 神戸. 
30) 湊　亮詠, 塩田真己, 木村高弘, 高松　大, 田代康次郎, 松井喜之, 冨田諒太郞, 齊藤亮一, 堤　雅一, 横溝　晃, 山本

政之, 西山直隆, 江藤正俊, 橋根勝義, 北村　寛. 根治的前立腺全摘除術の術後病理結果におけるリンパ節転移陽性

例の予後因子の検討. 第60回日本癌治療学会学術集会; 2022 Oct 20-22; 神戸. 
31) 西村信隆, 三宅牧人, 冨田諒太郞, 沼倉一幸, 猪口淳一, 米山高弘, 増田　均, 寺田直樹, 田岡利宜也, 小林　恭, 小島

崇宏, 松井喜之, 北村　寛, 西山博之, 藤本清秀. BCG-unresponsive筋層非浸潤性膀胱癌に早期膀胱全摘を施行した

日本人患者の予後予測. 第60回日本癌治療学会学術集会; 2022 Oct 20-22; 神戸. 
32) 成田伸太郎, 寺田直樹, 野村恭子, 坂本信一, 畠山真吾, 加藤琢磨, 松井喜之, 猪口淳一, 北村　寛, 賀本敏行, 西山博

之, 羽渕友則. 高齢去勢抵抗性転移性前立腺癌における癌特異生存率とネット生存率の検討. 第60回日本癌治療学

会学術集会; 2022 Oct 20-22; 神戸. 
33) Kitamura H, Lee JL, Park SH, Chang YH, Kimura G, Chung J, Masumori N, Nishimura K, Kato M, Kato H, Lin J, Imai 

K, Choueiri TK. Efficacy and safety of adjuvant pembrolizumab versus placebo for patients with clear cell carcinoma at 
increased risk of recurrence after nephrectomy in the KEYNOTE-564 East Asian subgroup. 第60回日本癌治療学会学術

集会; 2022 Oct 20-22; 神戸. 
34) 北村　寛. ハイリスク腎がんに対する治療戦略. 日本泌尿器腫瘍学会第8回学術集会; 2022 Oct 22-23; 神戸. （招待

講演） 
35) 北村　寛. ロボット手術時代における筋層浸潤性膀胱癌に対するリンパ節郭清術の意義. 日本泌尿器腫瘍学会第8

回学術集会; 2022 Oct 22-23; 神戸. （招待講演） 
36) 北村　寛. ロボット手術で周術期感染症は減ったのか？ . 第71回日本感染症学会東日本地方会学術集会, 第69回日

本化学療法学会東日本支部総会　合同学会; 2022 Oct 26-28; 札幌. （招待講演） 
37) 佐々木豪, 池端良紀, 川瀬　真, 阪口和滋, 亭島　淳, 北村　寛, 古家琢也, 浦上慎司, 井上貴博. 日本人大規模コホー

ト(MSUG94)におけるRARP切除断端陽性部位とアウトカムの検討. 第36回日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会

総会; 2022 Nov 10-12; 神戸. 
38) 池端良紀, 江原　伸, 蓼沼知之, 佐々木豪, 川瀬　真, 北村　寛, 井上貴博, 槙山和秀, 古家琢也. 高リスク前立腺癌に

対する拡大リンパ節郭清は再発率を改善するか：他施設共同研究. 第36回日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会

総会; 2022 Nov 10-12; 神戸. 
39) 熊田直孝, 亭島　淳, 浦上慎司, 阪口和滋, 北村　寛, 池端良紀. 国内10施設2670症例におけるRARPの短期手術成績
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および腫瘍学的結果(MSUG94 group). 第36回日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会総会; 2022 Nov 10-12; 神戸. 
40) 池端良紀, 北村　寛. ICUD回腸導管のtips and tricks. 第36回日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会総会; 2022 Nov 

10-12; 神戸. （招待講演） 
41) 大島記世, 西山直隆, 五十嵐愛理, 鈴木涼太, 菊島卓也, 安川　瞳, 池端良紀, 伊藤崇敏, 渡部明彦, 北村　寛. 

nivolumab・ipilimumab併用療法後, 切除可能となったcT3b腎癌・下大静脈腫瘍栓の3例. 第35回日本バイオセラピィ

学会学術集会総会; 2022 Dec 1-2; 福島. 
42) 五十嵐愛理, 西山直隆, 大島記世, 鈴木涼太, 安川　瞳, 池端良紀, 伊藤崇敏, 渡部明彦, 藤内靖喜, 北村　寛, 藤岡勇

人, 有澤　悠, 山﨑秀憲, 絹川弘一郎, 長尾兼嗣, 山下昭雄. 生体腎移植後, 移植腎動脈吻合部に仮性動脈瘤を発生し

た一例. 第473回日本泌尿器科学会北陸地方会; 2022 Dec 3; 金沢（リモート）. 
43) Kitamura H. The role of olaparib in the treatment of mCRPC. Asia Pacific Prostate Society 2022; 2022 Dec 8-10; 東京. （招

待講演） 
44) 北村　寛. がんゲノム医療の実践を含めたmCRPCの治療戦略. 第169回日本泌尿器科学会広島地方会; 2022 Dec 11; 

広島. （招待講演） 

◆	 その他

1) 池端良紀. 富山大学泌尿器科における前立腺がん診療の現状. 富山県泌尿器科医会; 2022 Jan 8; 富山. 
2) 北村　寛. 尿路上皮がん治療におけるエンホルツマブ ベドチンの役割と今後の展開. パドセブ新発売記念講演会 

in 大阪; 2022 Jan 20; 大阪（リモート）. 
3) 北村　寛. mCSPCの治療選択〜ARATを投与すべき患者とは？〜. 第19回Jonan Urological Innovative Conference; 

2022 Jan 21; 東京（リモート）. 
4) 北村　寛. 尿路上皮がん治療におけるエンホルツマブ ベドチンの役割と今後の展開. AOMORI Urology Seminar; 

2022 Jan 25; 青森（リモート）. 
5) 北村　寛. 尿路上皮がん治療におけるエンホルツマブ ベドチンの役割と今後の展開. 山梨泌尿器疾患フォーラム; 

2022 Feb 19; 甲府（リモート）. 
6) 北村　寛. ｍUCの新たな治療戦略とパドセブの位置付け. パドセブWEBシンポジウム; 2022 Feb 22; 富山（リモー

ト）. 
7) 北村　寛. 腎細胞がんにおけるI-O+I-O併用療法の意義〜Clinical benefit of durability〜. RCC Webセミナー in 広島; 

2022 Mar 2; 広島（リモート）. 
8) 北村　寛. 転移性前立腺がんに対する化学療法の役割〜2022〜. 旭地区前立腺がん講演会 Interactive Webinar; 2022 

Mar 4; 千葉（リモート）. 
9) 北村　寛. 尿路上皮癌治療におけるエンホルツマブ ベドチンの役割と今後の展開. 第67回北信泌尿器科医会; 2022 

Mar 11; 長野（リモート）. 
10) 北村　寛. 尿路上皮癌治療におけるエンホルツマブ ベドチンの役割と今後の展開. Urology Spring Seminar 2; 2022 

Mar 14; 京都（リモート）. 
11) 北村　寛. ｍUCの新たな治療戦略とパドセブの位置付け. 尿路上皮癌WEBシンポジウム; 2022 Mar 18; 富山（リ

モート）. 
12) 渡部明彦. 男性更年期障害〜どうすればいいの？〜. Women's leadership & inclusion 体調とこころイベント：更年

期を知ろう〜あなたもわたしも〜vol.2; 2022 Mar 18; 富山（リモート）. 
13) 北村　寛. BOND-003試験　国内の現況. CG0070 Investigator Meeting; 2022 Mar 25; 東京（リモート）. 
14) 北村　寛. mCSPC治療の最前線〜日本人データから見えてきた事実〜. 前立腺がんWEBセミナー ; 2022 Mar 28; 

東京（リモート）. 
15) 北村　寛. 蓄積されたオプジーボ・ヤーボイのエビデンスから腎癌治療を考える. IO-IO RCC Web Live Seminar; 

2022 Apr 12; 東京（リモート）. 
16) 北村　寛. 新たな治療選択肢をどう活かすか？ . オプジーボ尿路上皮癌術後補助療法承認WEBセミナー ; 2022 

Apr 16; 東京（リモート）. 
17) 北村　寛. 進行性尿路上皮癌の薬物療法 up to date. 日本泌尿器科学会　尿路上皮癌ワークショップ; 2022 Apr 23-

24; 東京. 
18) 北村　寛. 転移性尿路上皮がんの一次治療効果は維持可能か？ . GU Oncology Internet Symposium DUAL; 2022 

May 10; 富山（リモート）. 
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19) 北村　寛. 進行性腎細胞がんの薬物療法 Up to date. 腎細胞癌治療フォーラム in 大分; 2022 May 19; 大分. 
20) 北村　寛. mCSPC治療の最適化〜ARATの使いどころとは？〜. 泌尿器がん懇話会 in 和歌山; 2022 May 21; 和歌山. 
21) 北村　寛. 進行性腎細胞がんの薬物療法 Up to date. I-O+TKI Updateセミナー ; 2022 May 25; 札幌. 
22) 北村　寛. 尿路上皮癌免疫療法の新展開〜オプジーボ術後補助療法を中心に〜. 免疫チェックポイント阻害薬 

Live Seminar for Urologist; 2022 Jun 3; 富山（リモート）. 
23) 北村　寛. mCSPC治療の最適化〜ARATの使いどころとは？〜. Forum for YOKOHAMA Urologist 2022; 2022 Jun 

14; 横浜. 
24) 北村　寛. 前立腺がん治療における化学療法の役割と実践. CRPC Expert Meeting in 南東北; 2022 Jun 23; 福島（リ

モート）. 
25) 北村　寛. 前立腺がん治療における化学療法の役割と実践. T.M. Network Urological WEB Seminar; 2022 Jun 28; 東

京（リモート）. 
26) 北村　寛. 転移性尿路上皮癌治療における今後の治療ストラテジー〜ペムブロリズマブの新たなる役割〜. 

BEYOND 2022 for UC Experts; 2022 Jul 2; 東京. 
27) 北村　寛. mCSPC治療におけるアパルタミドの役割. 埼玉県mCSPCへの治療を再考する会; 2022 Jul 6; さいたま

（リモート）. 
28) 北村　寛. mCSPCの治療戦略〜日本人データから見えてきた積極的治療の意義について〜. 三河エリア泌尿器科

セミナー ; 2022 Jul 7; 豊橋（リモート）. 
29) 北村　寛. 尿路上皮癌の新たな治療戦略〜CM274 ニボルマブによる術後補助療法について〜. オプジーボ尿路上

皮癌術後補助療法承認WEBセミナー ; 2022 Jul 12; 東京. 
30) 渡部明彦. 男性の更年期障害①男にも更年期ってあるの？ . いっちゃんメディコ. 北日本テレビ. 2022 Jul 25. 
31) 渡部明彦. 男性の更年期障害②治療法は？ . いっちゃんメディコ. 北日本テレビ. 2022 Aug 1. 
32) 北村　寛. 尿路上皮癌治療におけるエンホルツマブベドチンの役割と今後の展開. 県北腎・泌尿器最前線2022; 

2022 Aug 25; 日立. 
33) 北村　寛. 尿路上皮癌の新たな治療戦略〜CM274 ニボルマブによる術後補助療法について〜. 倉敷泌尿器腫瘍セ

ミナー ; 2022 Sep 1; 倉敷. 
34) 北村　寛. ｍCSPC治療の理想と現実〜我々が提供すべき治療とは？〜. 第2回Metropolitan Oncology Seminar; 2022 

Sep 2; 東京. 
35) 北村　寛. 転移性腎癌に対する治療戦略〜CABO+NIBO併用療法の役割〜. RCC Expert Symposium; 2022 Sep 9; 福

岡. 
36) 北村　寛. mCSPCの治療戦略〜日本人データから見えてきた積極的治療の意義について〜. 函館泌尿器科セミ

ナー2022; 2022 Sep 10; 函館. 
37) 北村　寛. M0CRPCの治療戦略〜PSAを活かす方法とは？〜. 前立腺がんWEBセミナー in Kurume 2022; 2022 Sep 

15; 久留米. 
38) 北村　寛. 前立腺がん治療における化学療法の役割と実践〜カバジタキセルを中心に〜. Chemotherapy treatment 

& management; 2022 Sep 27; 富山（リモート）. 
39) 北村　寛. ハイリスク腎がんに対する治療戦略〜臨床の立場から〜. Oncologyインターネット講演会; 2022 Oct 4; 

富山（リモート）. 
40) 北村　寛. 尿路上皮癌の新たな治療戦略〜CM274 ニボルマブによる術後補助療法について〜. オプジーボ尿路上

皮癌術後補助療法　中国エリアWeb seminar; 2022 Oct 7; 広島. 
41) 北村　寛. mCRPCに今, 何をすべきか？ . Abiraterone 8周年記念WEBセミナー In Eastern; 2022 Oct 12; 富山（リモー

ト）. 
42) 北村　寛. 尿路上皮癌の新たな治療戦略〜CM274 ニボルマブによる術後補助療法について〜. オプジーボ尿路上

皮癌WEBライブセミナー in HANSHIN; 2022 Oct 25; 富山（リモート）. 
43) 北村　寛. ハイリスク腎癌に対する治療戦略〜アジュバント薬物療法の役割と位置付け〜. 山口腎細胞癌治療講

演会; 2022 Oct 26; 宇部. 
44) 北村　寛. 尿路上皮癌の新たな治療戦略〜CM274 ニボルマブによる術後補助療法について〜. 秋田県泌尿器科腫

瘍講演会; 2022 Nov 2; 秋田. 
45) 北村　寛. 泌尿器がん治療におけるアベルマブの役割. こまちGU Oncology Seminar in 秋田; 2022 Nov 7; 秋田（リ

モート）. 
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46) 北村　寛. ハイリスク腎癌に対する治療戦略〜アジュバント薬物療法の役割と位置付け〜. 泌尿器悪性腫瘍セミ

ナー ; 2022 Nov 16; 横浜（リモート）. 
47) 北村　寛. 尿路上皮癌の新たな治療戦略〜CM274 ニボルマブによる術後補助療法について〜. 腎泌尿器癌研究会; 

2022 Nov 17; 東京. 
48) 北村　寛. 転移性腎がんに対する治療戦略〜CABO+NIVO併用療法の役割〜. 霧島カンファレンス2022; 2022 Nov 

19; 熊本. 
49) 北村　寛. la/mUC治療におけるパドセブの役割. パドセブWEBシンポジウム; 2022 Dec 2; 東京. 
50) 北村　寛. ハイリスク腎癌における治療戦略-術後補助療法を中心に-. BEYOND 2022 RCC Adjuvant National 

Symposium; 2022 Dec 3; 東京. 
51) 北村　寛. 尿路上皮癌の術後補助療法〜ニボルマブの役割と適応〜. RCC & UC Joint Web Live Seminar; 2022 Dec 5; 

富山（リモート）. 
52) 北村　寛. 尿路上皮癌治療におけるエンホルツマブベドチンの役割と今後の展開. Metastatic Urothelial Carcinoma 

Seminar 2022; 2022 Dec 6; 札幌（リモート）. 
53) 北村　寛. ハイリスク腎癌に対する治療戦略〜アジュバント薬物療法の役割と位置付け〜. RCC Update Seminar 

2022; 2022 Dec 14; 仙台（リモート）. 
54) 北村　寛. 尿路上皮癌の新たな治療戦略〜CM274 ニボルマブによる術後補助療法について〜. オプジーボ尿路上

皮癌術後補助療法 Web Live Seminar; 2022 Dec 16; 高岡. 
55) 北村　寛. 尿路上皮癌の術後補助療法〜ニボルマブの役割と適応〜. UC周術期がん免疫療法Web Seminar; 2022 

Dec 21; 長野（リモート）. 
56) 北村　寛. 尿路上皮癌治療におけるエンホルツマブベドチンの役割と今後の展開. 宮崎県泌尿器科医会; 2022 Dec 

22; 宮崎. 
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